
19年度予算額

1,312,272 ( 1,325,594 )

＜内　訳＞

146,904 ( 91,366 )

416,936 ( 445,414 )

（課題の内容）

　・教育力向上の推進（新規） ・専門課程の高度化開発
　・基礎力向上の推進（新規） ・高等課程の個性化推進
　・産学連携教育の推進（新規） ・新教育領域の開発

・新教育方法の開発

727,600 ( 767,982 )

20,832 ( 20,832 )

294,000 ( 297,000 )

931,000 ( 940,500 )

      

12,893 ( 13,291 )

796,326 ( 786,593 )

　 専修学校の機能を活かして、高等学校関係団体等と連携し高校生等に対す
　 る、職業に必要な知識・技能・資格等の事例紹介や実践的な職業体験講座
　 を実施し、職業意識の醸成を図る。

○　私立学校施設整備費補助金

　　ため、専修学校の持つ職業教育機能を活用して、それぞれの特性等に

　　応じた職業能力向上のための学習機会の提供を行う。

４　専修学校教育等の運営改善に関する調査指導

　　　社会的要請の高い課題に対応する教育内容や方法等についての重点
　　的な研究開発を「研究指定校」として指定した専修学校に委託し、そ

２　専修学校教育重点支援プラン

　　の成果を全国に普及する。

　　 新たなチャレンジを目指す若者、中高年、女性、ニート等を支援する

　　　　・専修学校大型教育装置整備費補助

　　　専修学校教育の課題についての調査及び研究協議等を実施するとと
　　もに、専修学校に関する最新の情報を提供するためのガイドブックを
　　作成・配布する。

【他局計上分】

３　専修学校を活用した再チャレンジ支援推進事業
　　　【大学・専修学校等における再チャレンジ支援推進プラン】

　　　専門学校(専修学校専門課程)の情報処理関係設備の整備費について補助。

　　　財団法人専修学校教育振興会が行う教員研修に対する補助。

　　　専門学校(専修学校専門課程)における国費留学生の計画的受入れを整備。

　　　専門学校(専修学校専門課程)の教育装置・学内L A N 装置の整備
　　　費について補助。

○　専修学校教員研修事業等補助

○　国費外国人留学生制度

　　　　・専修学校情報処理関係設備整備費補助

○　私立大学等研究設備整備費等補助金

１　専修学校・高等学校連携等職業教育推進プラン（拡充）
　　 高校生の自主的な進路選択など、多様な体験の機会の充実を図るため、

平成２０年度  専修学校関係予算について

文部科学省生涯学習政策局生涯学習推進課

［単位：千円］

[対前年度  △13,322千円減（1.0%減）]
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専修学校・高等学校連携等職業教育

推進プラン

（前年度予算額 ９１百万円）

20年度予定額 １４７百万円

１．事業の要旨

高校生の職業意識を持った自主的な進路選択など、多様な体験の機会の充実を図るた

め、専修学校の機能を活かして、高等学校関係団体等と連携し、高校生等に対する職業

に就くために必要な知識・技能・資格等の事例紹介や実践的な職業体験講座を実施し、

職業意識の醸成を図る。

２．事業の内容

（１）企画委員会の設置

事業計画の提案に対し、より事業成果の期待できるものを審査・採択するとともに、

その成果の評価・普及を図る。

（２）専修学校・高等学校等が連携した職業教育の実施

専修学校関係団体等と高等学校関係団体、教育委員会等が連携し、高校生等に対し、

職業観・勤労観の育成や適切な進路選択ができるよう、多様な職業とその職業に就く

ために必要な知識、技能、資格等の事例紹介や、参加者の志向・適性等に応じた実践

的な職業体験講座を専修学校において実施する。

３．積算内訳

（１）企画委員会の設置 ２，１１２千円

（２）専修学校・高等学校等が連携した職業教育の実施 １４４，７９２千円

（＠8,044千円×18ヶ所）



専修学校・高等学校連携等職業教育推進プラン専修学校・高等学校連携等職業教育推進プラン専修学校・高等学校連携等職業教育推進プラン
２０年度２０年度予定予定額額

 

１１４７４７百万円百万円

 

((拡充拡充))

職業意識の醸成・適切な進路選択職業意識の醸成・適切な進路選択

○教育の目標「職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養う」
○若年者の職業意識の低下→職業教育の重要性

○専修学校と高等学校が連携した職業教育の推進が必要

専修学校と高等学校の連携による職業教育の実施

都道府県の専修学校関係団体等が実施
●地域に応じたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾒﾆｭｰ
●専修学校の受入調整
●講座の実施 （例）

・介護福祉士の技術を学ぶ
・観光業界を学ぶ
・美容師、美容と色彩学

 

等

高等学校等

●生徒の受講
●円滑な事業運営の
協力等

Ａ分野Ａ分野 Ｂ分野Ｂ分野 Ｃ分野Ｃ分野

複数の高等学校

Ｄ高校Ｄ高校 Ｅ高校Ｅ高校

・・・・・・

・・・・・・

自らの将来を考える上での自主的な進路選択・職業意識の涵養

複数の専修学校

全国に普及



専修学校教育重点支援プラン
（前年度予算額 ４４５百万円）
20年度予定額 ４１７百万円

１．事業の要旨
国民の生涯を通じた職業能力の向上を、それぞれの専修学校が個性と特色を一層活

かして取り組んでいくため、社会的要請の高い課題に対応する教育内容や方法等につ
いての重点的な研究開発を、「研究指定校」として指定した専修学校に委託し、その
成果を全国に普及することで、専修学校教育の充実を図る。

２．事業の内容
（１）企画委員会の設置

専修学校関係者、産業界関係者、学識経験者等による「専修学校教育重点支援企画
委員会」を文部科学省に設置し、専修学校から提出された研究開発計画の中から、特
に優れたものを審査・採択するとともに、本事業の推進のために必要な実地調査を行
い、その成果の評価・普及を図る。

（２）教育プログラム等の開発・試行
以下の７つの課題について、重点的に研究してプログラム等を開発・試行する学校

を、「研究指定校」として指定して委託する。
①教育力向上の推進

…教員のマネジメント力養成のためのプログラムや効果的な評価・情報提供手法等
の開発など

②基礎力向上の推進
…社会人基礎力、基礎学力向上のためのプログラムや各々の学生の悩みに応じた的

確なキャリアカウンセリングの導入方策、キャリア指導を重視した系統的なキャ
リア形成支援プログラムの開発など

③産学連携教育の推進
…日本版デュアルシステムや実践型人材養成システムの活用等、企業等と連携し各

専門分野固有の中核的な教育内容と企業実習を組み合わせた効果的かつ先導的な
教育プログラムの開発など

④専門課程の高度化開発
…個性ある優秀な職業人を育成するための効果的な教育方法の開発、４年制課程の

プログラムの開発など
⑤高等課程の個性化推進

…体験活動・ボランティア活動などを通した豊かな感性をもつ職業人育成プログラ
ムの開発など

⑥新教育領域の開発
…メークアップアーティストやアニメーションデザイナーなどの専修学校特有の教

育領域の新たな開拓、プログラムの開発など
⑦新教育方法の開発

…ｅラーニングを活用した遠隔教育での職業技術・技能の指導方法の開発など

（３）成果報告会の開催
７つの課題ごとに、研究指定校が事業成果や問題点などを報告・協議する成果報告

会を開催し、研究報告書にフィードバックさせる。

３．積算内訳
（１）企画委員会の設置 １３，８０８千円
（２）研究指定校への教育プログラム等の研究委託 ３９７，８１０千円

７課題×＠11,366千円×５校
（３）成果報告会の開催 ５，３１８千円



専専 修修 学学 校校 教教 育育 重重 点点 支支 援援 ププ ララ ンン
社会的要請の高い重点的な課題に対応できる教育方法等の開発（研究指定校）が必要

○生徒の個性に着目した有為な人材育成
プログラムの開発

（例）
・体験活動、ボランティア活動などを通した
豊かな感性をもつ職業人育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発

○生徒の個性に着目した有為な人材育成
プログラムの開発

（例）
・体験活動、ボランティア活動などを通した
豊かな感性をもつ職業人育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発

○従来の専門領域の複合化、専修学校特
有の教育領域の新たな開拓等

（例）
・メークアップアーティストやアニメーション
デザイナーなどの育成プログラムの開発

○従来の専門領域の複合化、専修学校特
有の教育領域の新たな開拓等

（例）
・メークアップアーティストやアニメーション
デザイナーなどの育成プログラムの開発

○個性のある優秀な職業人を育成するため
の教育方法の開発

○高度専門士の課程となる４年制課程のプロ
グラムの開発

（例）
・一流の美容師、料理人や組込み技術者等を
育成するプログラムの開発

○個性のある優秀な職業人を育成するため
の教育方法の開発

○高度専門士の課程となる４年制課程のプロ
グラムの開発

（例）
・一流の美容師、料理人や組込み技術者等を
育成するプログラムの開発

○マルチメディアを高度に活用した授業
方法の開発

（例）
・e-ラーニングを活用した遠隔教育

での職業技術・技能の指導方法の開発

○マルチメディアを高度に活用した授業
方法の開発

（例）
・e-ラーニングを活用した遠隔教育

での職業技術・技能の指導方法の開発

２０年度予定額
４１７百万円

２０年度予定額
４１７百万円

専専
 

修修
 

学学
 

校校

高等課程の個性化推進

新教育領域の開発

新教育方法の開発

専門課程の高度化開発

○日本版デュアルシステムや実践型
人材養成システム等を 活用した教育
プログラムの開発

（例）
・地元アパレル業界と連携した繊維加工・
デザイン等の系統的なスキルを有する
人材育成プログラムの開発

○日本版デュアルシステムや実践型
人材養成システム等を 活用した教育
プログラムの開発

（例）
・地元アパレル業界と連携した繊維加工・
デザイン等の系統的なスキルを有する
人材育成プログラムの開発

産学連携教育の推進

○社会人基礎力養成プログラム、基礎
学力向上プログラム、キャリア指導プロ
グラム等の開発

（例）
・企業内における課題の解決を目指した授業
にｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを組み合わせた社会人
基礎力等を育成するプログラムの開発

○社会人基礎力養成プログラム、基礎
学力向上プログラム、キャリア指導プロ
グラム等の開発

（例）
・企業内における課題の解決を目指した授業
にｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを組み合わせた社会人
基礎力等を育成するプログラムの開発

○教員のマネジメント力養成プログラム
や効果的な評価・情報提供手法等の
開発

（例）
・企業の人材ニーズの高度化に対応し具体的
事例を組み合わせたケーススタディ型の
研修プログラムの開発

○教員のマネジメント力養成プログラム
や効果的な評価・情報提供手法等の
開発

（例）
・企業の人材ニーズの高度化に対応し具体的
事例を組み合わせたケーススタディ型の
研修プログラムの開発

教育力向上の推進

基礎力向上の推進



〔大学・専修学校等における再チャレンジ支援推進プラン〕

専修学校を活用した再チャレンジ支援
推進事業

（前年度予算額 ７６８百万円）
20年度予定額 ７２８百万円

１．事業の要旨
学校を卒業・就職後、短期間で離職した若者、定年退職を控えた中高年、子育て等

により就業を中断した女性、近年社会問題となっているニート等の学び直しの機会の
充実のため、専修学校の持つ職業教育機能を活用して、それぞれの特性等に応じた学
習機会の提供を行うことにより、若者が真に働きたいと考える職種・分野への再就職
支援、団塊の世代の大量退職や少子化を背景とした女性を含む多様な人材育成、ニー
トの職業的自立の支援など、それぞれの職業能力の向上を図るとともに再チャレンジ
の機会の拡大を推進する。

２．事業の内容
（１）再チャレンジ支援企画委員会の設置

専修学校からの提案に対し、より事業効果が期待できる実施計画の審査・採択を行
うとともに、事業の推進にあたり必要な調査等を行い、その成果の評価・普及を図る。

（２）若者の再チャレンジ支援プログラム
以下のコースごとにそれぞれの特性等に応じた教育プログラムを開発し、若者を対

象に実施する。
①高度専門職育成教育コース
②専門・技術職育成教育コース

（３）社会人のキャリアアップ教育プログラム
内容によって区分した以下の３コースの講座について、中高年を対象に実施する。
①スキルアップ・専門技術習得コース
②管理能力向上コース
③起業家コース

（４）女性の再チャレンジ支援プログラム
内容によって区分した以下の２つの講座について、女性を対象に実施する。
①スキルアップ講座
②新たなチャレンジのための講座

（５）ＮＰＯ団体等と連携したニートに対する自立支援プログラム
専修学校とニートを支援しているＮＰＯ団体等による連絡協議会を設置し、適切な

カリキュラムの検討、専門のアドバイザーの設置、将来の希望や適性に合わせた少人
数制の授業等の開講を行う。

（６）成果の普及
プログラムごとに受講生へのアンケート調査やフォローアップ等の事例を報告書

にするとともに、成果報告会を開催して、全国的な取組に発展させるための普及を
図る。

３．積算内訳
（１）再チャレンジ支援企画委員会の設置 １２，２１７千円
（２）若者の再チャレンジ支援プログラム ４２１，７９２千円

（ア）高度専門職育成教育コース (@12,296千円×16ヶ所)
（イ）専門・技術職育成教育コース (@14,066千円×16ヶ所)

（３）社会人のキャリアアップ教育プログラム(@5,451千円×24ヶ所) １３０，８２４千円
（４）女性の再チャレンジ支援プログラム (@5,451千円×16ヶ所) ８７，２１６千円
（５）ＮＰＯ団体等と連携したニートに対する

自立支援プログラム (@7,752千円× 8ヶ所) ６２，０１６千円
（６）成果の普及 １３，５３５千円



若若

 

者者

若年者の職業能力向上
長期就業の促進

若年者の職業能力向上
長期就業の促進

新たなチャレンジを目指す若者、中高年、女性、ニート等を支援するため、「学び直し」の機会を充実新たなチャレンジを目指す若者、中高年、女性、ニート等を支援するため、「学び直し」の機会を充実

雇用の促進
キャリアアップ

雇用の促進
キャリアアップ

卒業後、３年以内の離職者は
中卒７割、高卒５割、大卒３割

ニートの就職・社会的自立
ニートの就職・社会的自立

中高年（含む団塊世代）中高年（含む団塊世代） 女女

 

性性 ニニ

 

ーー

 

トト

団塊世代の大量退職等により
・企業等の人材・労働力不足
・再就職を希望する中高年の

新たなｷｬﾘｱｱｯﾌﾟが必要

・子育て等のために就業を中断した
女性の就労希望が多い

・少子化等を背景とし女性を含む多
様な人材が必要

近年、働いてもおらず教育・訓練も受

けていない「ﾆｰﾄ」が増加

①ｽｷﾙｱｯﾌﾟ・専門技術習得ｺｰｽ
（例）管理職等が退職後病院経営に参画する

ための専門的知識の習得

②管理能力向上コース
（例）退職後子会社等への経営参画のための

内部情報管理等に関する知識等の習得

③起業家コース

（例）ﾍﾞﾝﾁｬｰ起業・管理手法、ﾘｻｲｸﾙ手法等

①高度専門職育成教育ｺｰｽ
（例）経営管理・会計分野

法律実務、情報ｼｽﾃﾑ等

②専門・技術職育成教育ｺｰｽ
（例）医療福祉・観光業等の専門職

建築・土木・情報処理等の技術者等
（日本版デュアルシステムや

実践型人材養成システムの活用

 

等）

定
期
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

①スキルアップ講座
（例）子育て等により一時的に離職し、医療

機関での経験を活かし電子ｶﾙﾃに関す

る最新の知識等を習得

②新たなﾁｬﾚﾝｼﾞのための講座
（例）子育て等により長期に就業を中断した

後、

 

ＩＴ技能等の基礎知識を習得

雇用の促進
キャリアアップ

雇用の促進
キャリアアップ

就 職 支 援 ・ ﾌ ｫ ﾛ ｰ ｱ ｯ ﾌﾟ

自立支援ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
・進路・学習相談

連絡協議会

専修学校
・各々のニーズに対応した
学習コースや体験入学

NPO団体等

若者の再チャレンジ支援プログラム 社会人のｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ教育プログラム 女性の再チャレンジ支援プログラム
NPO団体等と連携したニートに対する
自立支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

職業能力の向上・再チャレンジの機会の拡大職業能力の向上・再チャレンジの機会の拡大

広く専修学校に普及

専修学校を活用した再チャレンジ支援推進事業専修学校を活用した再チャレンジ支援推進事業
【２０年度予定額

 

７２８百万円】




